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1 目的
2000年代、それまで軽視されてきた観光が国
家的な課題と取り上げられるようになった。観光
立国懇談会発足（2003）、観光立国推進基本法
制定（2006）、観光庁発足（2008）など、「観光立
国」を目指した動きが続いた。大学においても、「観
光」を冠した学部・学科の開設が相次ぎ、観光学
が広く浸透してきている。多くの大学で観光学を
取り入れるようになった今日、教育の内容を、改め
て検討する必要があるだろう。
本稿は、平成25年度しまね地域共育・共創研
究助成金を受けて、「地（知）の拠点整備事業」と
して実施した事業成果報告である。
雲南市吉田町を対象とした観光教育を通し
て、地域の魅力を発見し、地域の人 と々関わりな
がら、本学が目標に掲げる「課題探究力及び実
践力を兼ね備えた人材育成」の実践と、研究活
動を通して地域社会への貢献の実現を目指すこ
とを目的としている。
2 観光と教育の関係 
観光と教育の関係は、「教育のための観光（教
育観光）」と「観光のための教育（観光教育）」の
二つの側面から考える必要がある（安村 1995, 
141-147）。
「教育のための観光（教育観光）」の顕著な例
は、17世紀から19世紀にかけてヨー ロッパで盛ん
に行われた「グランド・ツアー （Grand Tour） 1）」、
そして、我が国における「修学旅行2）」があげられ
る。
一方、「観光のための教育（観光教育）」とは、
各種教育機関や社会教育などを通じて、観光とそ
れを取り巻く事象に関する知識を広く普及する活
動である（安村1995, 144）。観光教育の目的は、
二つに大別できる。一つ目は、観光による多様な
効果・影響を理解した、よき観光者の育成である。
観光者の行動や観光開発は、観光地に経済的
な恩恵だけでなく、時には、様 な々負の影響を及
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ぼすこともある。1980年代、マスツ リーズム（Mass 
Tourism）による弊害が顕著になると、観光が抱え
る諸問題を考察する研究が始まり、マス・ツ リーズ
ムに代わる新しい観光のあり方を模索する、オー
ルタナティブ・ツ リーズム（Alternative Tourism）、
サステイナブル・ツ リーズム（Sustainable Tourism）
の考え方が提唱された。このような観光がもたら
す様 な々効果・影響を理解し、自らの観光行動を
考えるよき観光者を育成することが、観光教育の
目的である。観光教育の二つ目の目的は、観光
事業に関わる人材の育成である。
2000年代以降、我が国では、奈良県立大学
地域創造学部観光経営学科（2003）、山口大学
経済学部観光政策学科（2005）、高崎経済大学
地域政策学部観光政策学科（2006）、名桜大学
国際学群国際学類観光コース（2007）、琉球大
学観光産業科学部観光産業科学科（2008）、和
歌山大学観光学部（2008）のように、国公立大学
においても「観光」を冠する学科・学部が相次い
で開設された（拙稿2014b）。その際、キ ワー ドーと
なったのが「地域」である（図１）。それまでは、観
光学における人材育成といえば、ホテル業、旅行
業、航空業など観光業界を見据えた職能教育的
なものが多かった。しかしながら、今日では、公務
員、NPO、ボランティアガイド、まちづくり系会社、調
査・研究機関など、広く地域づくりに関わる人材育
成も重要な観光教育である。
以上、観光教育の目的をまとめると、よきゲスト（観
光者）、よきホスト（観光地側の人材）の育成であ
る。
本取組では、以上の点をふまえ、まずはゲスト（観
光者）として吉田町に入り、地域の状況を現地で
実際に体感し、最終的には地域の人 と々協働して、
ホスト側の立場となって観光のありかたを考え、提
案する。よき観光者の育成、よき人材育成、双方
からの観光教育を目的としている。
図1　我が国の大学における「観光学」
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3 雲南市吉田町の概要 
1）吉田町の課題
平成16年（2004）、飯石郡吉田村、三刀屋町、
掛合町、大原郡大東町、加茂町、および、木次町
の隣接6町村が合併し、雲南市が誕生した。
かつて、たたら製鉄で繁栄した吉田村は、昭
和50年代になると、人口減少が深刻な問題として
取り上げられるようになり、過疎脱却に向けて、行
政、地元有志による「鉄の文化」を活かした地域
づくりを進めてきた。
平成25年（2013）、出雲大社の正遷宮や中国
横断自動車道の延伸により、島根県内各地にお
いて、観光客で賑わう様子が新聞・テレビ等でた
びたび報道された。その一方、吉田町は新設道
路の沿線にあるにもかかわらず、一部の施設（道
の駅「たたらば壱番地」）を除くと、ほとんどその恩
恵を受けていないという町の人の声も聴く。
雲南市合併後、吉田町の過疎化は一層進行
し、平成26年4月末現在、人口1,911人、世帯数
663件に落ち込んでいる。合併間もない平成17年
（2005）のデータと比較すると、掛合町（13.09％
減）、吉田町（11.65％減）と両者2桁台のポイント
減である（図2）。昭和45年の人口統計（3,288人）
と比較すると、41.88％も減少している。これは、雲
南市の中でも掛合町（41.12％減）と並び、極めて
大きな減少幅である。さらに、平成22年（2000）の
データと比較すると、掛合町が4.24％の減少であ
るのに対し、吉田町は6.69％減と、近年の雲南
市内において最も過疎化が急速に進行しているこ
とが読み取れる。しかも、人口自体が市内で最も
少ないことから、吉田町の人口流出、空き家増加
は、極めて深刻な問題だといえよう。
図2　雲南市各町の人口推移（昭和45年～平成26年4月末現在）
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2）鉄との関わり
かつての吉田村（現雲南市吉田町）は、鉄師
（鉄山稼業家） 3）であった田部家4）が経営する
「菅谷たたら5）」を中心にたたら製鉄で繁栄し、
鉄の生産とともに長い歴史と文化がはぐくまれてき
た。中国山地は良質な砂鉄の産地であり、正徳
3年（1713）頃に出版された『和漢三才図会6）』の
「熟鉄（生鉄）」の項には、次のようにある。
按熟鉄出於雲州播州者為上備後備中及奥州仙台
藝州廣島者次之伯州作州石州及日向鉄亦次之但
馬鉄為最下（熟鉄は雲州・播州より出るもの上と為す　
備後備中及び奥州の仙台、芸州の広島のものこれ
に次ぐ　伯州・作州・石州及び日向の鉄また之に次
ぐ　但馬の鉄最下と為す）
［ 出典：寺島良安（1713頃 ）『 和漢三才図絵 』巻
五十九「金類」、10－11、下線部は引用者］
中国山地におけるたたら製鉄は、国内生産高
の70％以上を占め、近世を通して多くの鉄師が
出現した（八十 2005）。彼らは、砂鉄採集のた
めの鉄
か ん な
穴、燃料にする木炭製造のための鉄山
と、膨大な山林を有し、製鉄に必要ないくつもの
鈩を築き、鍛冶屋を営み、多くの職人を抱えると
いう非常に大きな経営規模であった（石塚 1967, 
4）。なかでも、田部家は松江藩の鉄師頭取をつ
とめる重要な存在で、明和6年（1769）から天保
10年（1839）頃は、鈩4ヶ所 ( 菅谷・杉谷・杉戸・
郷城)、鍛冶屋6ヶ所（吉田・杉戸・馬木・芦谷・油
野・井原谷）を営んでいた（石塚1967,3）。
しかしながら、明治期以降、我が国における鉄
生産を取り巻く社会状況は大きく変化した7）。近
代化の進行により、鉄道敷設など鉄の国内需要
が拡大するものの、たたら製鉄に依存した生産方
法では到底その需要を賄いきれず、海外からの輸
入に頼らざるを得ない状況に陥る。我が国の鉄鋼
輸入量は、明治元年（1868）にはすでに3千トン
近く、明治10年（1877）には、1万6千トンを超え、
国内生産高の約2倍に達していた（渡邊 2005, 
143）。さらに、明治初期の輸入鉄鋼の大部分が
当時の日本では製造することができないものであっ
たことや、銑鉄輸入価格の急落、関税自主権の
喪失などの理由から、供給量、価格ともに、洋鉄
に圧倒されていた（渡邊2005, 143）。また、たた
らは、一回操業するたびに築炉しなければならな
いうえに、一回ごとの製品量も少ない。そのため、
釜石や八幡で近代洋式製鉄技術が導入されると、
我が国のたたら製鉄は急速に衰退していった（黒
岩1967）。全国の鉄師たちが、大正10年代までに
たたら製鉄を断念したように、大正12年（1923）、
田部家もついに菅谷たたらを閉山した8）。
表1　雲南市各町の人口増減率（平成26年4月末現在）
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3）地域づくりのキー パー ソン
菅谷たたら閉山後、吉田村の産業は製鉄業か
ら製炭業に転換した。しかし、木炭の生産も、石
炭・石油に押されて昭和30年代をピークに出荷
量が激減した。重要な収入源を失った吉田村か
ら人 は々村外へ流出し、昭和50年代には人口減
少が深刻な問題として取り上げられるようになった。
このとき、吉田村が村の存続をかけて切り札とし
たのが「鉄」であった。
吉田村は、昭和61年（1986）「鉄の歴史村」を
宣言し、新しい村づくりに乗り出した9）。そのキ パーー
ソンとなったのが、現株式会社シ ズー総合政策研
究所代表取締役会長の藤原洋氏である。さかの
ぼること3年の昭和58年（1983）、当時、吉田村役
場の総務企画課長だった藤原氏は、村民の記憶
からほとんど忘れ去られていた鉄を核とした村づく
りを提案する。当初は村議会などから「藤原が鉄
屑を集め出した」「文化でメシが食えるか」という
批判もあったが、氏の熱意と根気強い説得、持ち
前の行動力で、いくつもの計画を推進していった
10）。氏が計画に携わった主なものでも、吉田グリー
ン・シャワーの森整備（写真1）、鉄の歴史博物館
建設、菅谷たたら山内整備、鉄の未来科学館建
設などがある。これらはいずれも、今日の吉田町の
重要な観光施設である11)。また、氏は村民の雇
用創出、村の産業促進を目的とした第三セクター
の株式会社「吉田ふるさと村」の設立にもかかわっ
ている。
吉田ふるさと村の社長は、高岡祐司氏。役場
の物置を間借りし、たった6人で始めた会社だっ
た。吉田ふるさと村は、地元の素材を活用した食
品加工を主力商品とし、村外へ販売している。平
成14年（2002）発売開始した、完全無添加のたま
ごかけご飯専用しょうゆ「おたまはん」は全国的な
大ヒット商品となり、会社の売上が急増した。昭和
60年（1985）、設立当初の資本金は1,500万円で、
うち500万円を旧吉田村から、残りは住民や地元
企業からの出資だったのが、現在では、年商4億
円以上、資本金6,000万円に成長している12）。平
成22年（2010）に「日本たまごかけごはんシンポジ
ウム（TKG）」を開催するなど、吉田町への集客に
も力を入れている。また、現在では水道事業部、
バス事業部、旅行事業部を立ち上げるなど、地域
に暮らす人 の々ための活動や、文化継承活動にも
取り組んでいる。地元の雇用創出を目的に立ち上
げた株式会社は、今や有名企業となり、全国から
視察が訪れるほどに成長した。
写真１　吉田グリー ン・シャワー の森
 藤原氏が整備計画に携わったコテージ群
今日、観光地の多様化が進み、成熟した観光
者は、メジャー な観光都市だけでなく、非日常を追
い求め、小さな農山漁村を訪れる機会も増えてき
た。過疎化が進む人口わずか2,000人弱の吉田
町は、「鉄の歴史村」づくりと、地元素材を活かし
た産業振興の実現という、小さな村（町）だからこ
そ実現できたともいえる有力な強みを持っている。
日本の多くの市町村が直面している少子高齢化、
過疎化の問題に、30年近くも前から取り組んでき
た先駆的な町である。そのような町で「観光教育」
を実践することは、非常に意義のあることだといえ
よう（表2）。
表2　観光教育実践の場としての雲南市吉田町
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4 観光教育の実践 
本学 総合文化学科 文化資源学系では、地
域の小さな文化を発掘し、それらを観光やまちづ
くりなどに活かしていくことを目的に、座学に加え、
フィー ルドワークを取り入れた授業を多く用意して
いる。
平成25年度より観光学関連科目も充実した。
本取組みは、事業実施のための期間が短いこと
から、筆者の担当科目「観光資源学」（1年後期
科目）においては、地域への理解・関心を深める
ことに重点を置き、2年次の「卒業プロジェクト（観
光文化ゼミ）」（通年科目）で展開・充実させること
にした。短期間で成果を出すことより、2年間かけ
て吉田町の人 と々関わりながら、教育・研究活動
の充実を図り、地域社会に貢献することを目指した
（図3）。
1）担当授業での取組み「観光資源学」
科目名：平成25年度「観光資源学」
　　　　（1年後期選択）
履修生：67名（2年生13名、1年生54名）
本授業では、吉田町への理解・関心を深めるた
め、「鉄の歴史村」に関する講義、および、外部講
師の招聘を取り入れ、鉄の文化・吉田町について
の基礎的学習を行った。また、正規授業時間外
に希望者を対象とした学外見学会を実施した。
2）鉄の文化、吉田町に関する特別講義
7週目：「歴史・産業を観光資源として活かす
　　　《鉄の歴史村》」
8週目：外部講師の招聘　講師：藤原洋氏
学外見学会実施に先立ち、吉田村の地域づく
りのキ パー ソーンである藤原洋氏を講師として招き、
「地域資源・地域づくり・そして観光」と題し、講
義をしていただいた。過疎化対策として、「鉄の文
化」を村づくりの中心に位置づけたこと、「鉄の歴
史村」宣言までの道のり、数 の々会社や法人の設
立、これまでの成果、そして、今後の戦略など、30
年以上におよぶ興味深い取組みをお話いただい
た。
図3　本取組の概念図
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藤原洋さんの講義を聴いて
【学生の感想（一部抜粋）】
• 地域の人とともに地域づくりをしていることがひしひしと伝
わってきました。定住者を増やすためには、まず実際に
見てもらう（観光）というのは、とても共感できました。
• 具体的なことを説明していただき、よく理解できた。観光
の意義もわかり、自分も町をよくしたいという思いが沸い
てきた。観光が大切なのではなく、地域を活かすことが
大切なのだと思った。
• 地域づくり、町づくり、という言葉はよく耳にするが、どこか
漠然としていた。今日のお話を聞いて、地域のことをしっ
かり知り、情報発信していくことや価値を見出すことが地
域づくりにつながるのだと思った。
• 交流や観光を通して発見できることがたくさんあること、
観光の力というものがよくわかりました。地域づくりに興味
を持つことが出来ました。
• 観光はお客さんにお金を落としてもらうだけでなく、将来
的に定住してもらう可能性も視野に入れていることが初
めてわかった。
• 過疎問題を解決しようという大きな役割を担っていてす
ごい。尊敬した。
• 村の方々の信頼も深く、本当に村の活性化に力を入れ
ているのだと思いました。
• 観光＝表現力、信頼を得るためには企画力と実行力、
という言葉がとても印象に残りました。とても情熱を感じ
たし、今までやってこられたことに自信と誇りを感じまし
た。
• 地域振興をするには、地元の人々が一丸にならなけれ
ば実現できないのだと思った。
• 島根県の小さな田舎の村があんなに頑張っている観光
力がすごい。
• 地域づくりには長い年月がかかるのだと思いました。町
のために自分の生涯をかけて活動しているのがすごい
です。
3）学外見学会の実施［11月23日（土）］
「鉄の歴史村」における地域振興の経緯、鉄の
文化を学習した上で、正規授業時間外に希望者
のみを対象とした学外見学会を実施した。
見学会の内容は次の通りである。
見学会の内容
参加者：学生16名（2年生3名、1年生13名）
引率教員2名
（総合文化学科　鹿野一厚教授、工藤泰子）
見学会の際、学生たちには以下５点について
注意を促した。
• メモを取る。
• わからないこと、興味を持ったことを積極的に質問する。
• 町で出会った人には自分から元気よく挨拶する。
• 人物写真を撮るときは、ひと声かけてから。
• 来たときよりも美しく（訪問地を汚さない）。
見学会に参加して
【学生の感想（一部抜粋）】
• 今回の授業を通して、多くのことを学ぶことが出来ました。
その中でも印象に残ったことが三つあります。まず一つ目に、
「たたら製鉄」について。（中略）このすばらしい歴史を
伝えていかねばならないと強く感じました。二つ目は、「自然」
（中略）最後は、「人」です。町の雰囲気をつくっている
のは、他でもなく人であるとよく感じます。吉田町の雰囲
気も町の人柄がよくでているのだと思いました。（中略）
こんなにも素晴らしい資源、誇りを持っている吉田町にもっ
と多くの人が訪れたら良いと感じました。（中略）吉田町
の良さを多くの面から発見することができて良かったです。
ぜひまた、家族と訪れたいです。
• 私は最初「鉄」自体の興味はそれ程なく、「まちづくり」に
力を入れている方 に々惹かれて、このような人達が熱意
をもって語る「吉田村」という地域自体を知りたくて参加
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しました。実際に参加して、良かったなと心から思いました。
• この町には地域を再生するたくさんのヒントがある。私も
その行動力を見習い、地域の再生方法を探っていきた
いと思った。
• 今回は藤原さんたちや先生方と回ったので、個人で来
る時よりも倍楽しめたのではないかなと感じました。私一
人で回ったら、きっと展示品を見るだけで終わってしまっ
ていたと思います。観光に重要なのは、やっぱり「人」だ
と感じました。その地域の人や、施設や展示物に詳しい
人と回ると、凄く楽しいです。菅谷高殿でも、「小さい頃、
ここは遊び場だった」、「この絵は私が描きました」など、
最高です。凄く身近に感じましたし、仕組みや保存しよう
とする理由がよくわかりました。難しいのかもしれません
が、もう少し吉田に住んでいる方 と々もお話してみたかっ
たです。
• はじめは、全くと言っていいほど、吉田に興味がありませ
んでした。しかし、藤原さんと先生の講義を聞いて、とて
も興味がわきました。講義を聞いて、一番興味を持った
のは「町づくり」でした。事前学習をして、どういう経緯で
このお店が出来たのか、どういう思いで出来た歴史館
なのか、など学んでいたのでとても深い学習ができたと
思います。
見学会の様子（写真2、3、4、5）
5 むすびにかえて 
以上、よき観光者（ゲスト）の育成、観光地側の
人材（ホスト）を育成するための「観光教育」の両
側面から、雲南市吉田町を実践の場とした教育
活動を振り返ってみた。
学生の感想文をみると、数回の特別講義と一
度の見学会を実施しただけでも多くのことを学び、
吉田町の素晴らしさと、町の人たちの今までの活
動に感動した様子が伺える。事前講義を通して、
よき観光者となるべく基礎的学習を行い、現地見
学会という「教育観光」を実施した。いずれの参
加者も、見学箇所では積極的に質問をし、町内
で出会った人 に々挨拶をしていた。また、商工会
議所内での講義・昼食後の食器やテ ブール、スリッ
パの片づけなど、全員が積極的に「来たときよりも
写真2　吉田町を歩く（田部家土蔵郡の前で）
写真3　高岡社長のお話を聴く
写真4　修復中の高殿にて、朝日さんの説明を聴く
写真5　オー プン・エアー ・ミュー ジアムにて
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美しく」という、よき観光者としての行動を実践して
いた。
同時に、地域づくりのキーパ ソーンである藤原
氏に町を案内していただき、高岡氏のお話を聴け
たことは、観光事業に関わる人材育成、すなわち
「観光教育」としての側面からも、大変有意義な
教育機会となった。
見学会に参加した1年生13名のうち7名が、26
年度「卒業プロジェクト」で「観光文化ゼミ」のメ
ンバ とーなった。吉田町での教育はまだ始まった
ばかりである。これからの成果に期待したい。
謝辞 
本事業では、藤原洋様、高岡裕司様、高木朋
美様（一般社団法人鉄の歴史村地域文化研究
所理事）、朝日光男様（菅谷高殿・山内生活伝承
館施設長）、山里カフェ・キッチン工房・はしまん
様には大変お世話になりました。この場をお借りし
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注
1） イギリスの上流階級の間で、彼らの子息たちに教育
の一環として、幅広い教養、語学力、礼儀作法など
を身につけることを期待して大陸に送り出した旅行。
やがてそれは学者、富豪、芸術家たちにも受け継が
れ、制度化されていった（安村 1995, 142）。
2） 明治20年（1887）4月、長野県尋常師範学校におい
て、「長途旅行」を示す言葉として初めて使用された。
法的には、明治21年（1888）8月の文部省訓令「尋
常師範学校設備準則」の中において使用されたも
のが初出である（鈴木 1977, 30）。
3） たたらに携わる技能労働者たちは、もともと自ら鉄を
求めて移動していたが、近世になると、鉄師(鉄山稼
業家)が出現し、労働者たちを雇い入れ、生活を保
障した。労働者らは山内（さんない）と呼ばれる居住
区に住まうことで、移動の必要がなくなった。
4） 鉄師の先祖はいずれも中世の豪族あるいは武将が
多く、田部家のル ツーは紀州田辺庄の豪族田辺氏
にさかのぼると言われている（石塚 1967, 3）
5） 「菅谷鈩山内」は、昭和42年11月、文化財保護法
によって重要有形民俗文化財に指定された。田部
家所有の鈩の中でも最大の規模をほこり、明治18
年には34戸、158人が山内長屋に住んでいた（石塚 
1967, 16）。また、山内には現存する国内唯一の高
殿がある。
6） 大阪の医師寺島良安によって出版された挿絵入り
の百科事典。天（宇宙）に関する事柄から人体、芸
能、動植物、鉱物、地誌など、幅広い分野にわたっ
て約30年あまりかけて編纂された。「雲州」が鉄産
地として『和漢三才図会』に記載されていることは、
石塚の指摘による（石塚 1967, 2）。
7） 嘉永6年（1853）のペリー 来航以降、幕府や諸藩に
おける国防意識が高揚し、鉄の国内需要が急増し
たため、鉄製品や洋鉄の輸入は幕末から始まってい
た。それまで国内の鉄製品は刀剣・刃物類、農具、
鍋釜などであったが、大砲類のほとんどは海外から
の輸入であった（渡邊 2002）。
8） 菅谷たたらは、その後、満州事変の際に日本刀需要
の高まりを受けて一時的に復興するが、ふたたび閉
山した（石塚 1967, 5）。
9） 鉄の文化を地域振興の柱と位置付け、たたら製鉄
の文化遺産を保存・公開し、地域の価値を高める
活動が行われてきた。本町通りの田部家土蔵群は
製鉄業で栄えた面影を残し、行政による町並み整
備、住民による町並み保存活動により、景観が整備
されている。
10）米澤（1993, 73）、および、藤原氏の講演による。
11）たとえば、県が毎年実施する観光動態調査の吉田
町内対象地は、出雲湯村温泉清嵐荘、芦谷峡・や
まめの里、鉄の歴史博物館、鉄の未来科学館、山
内生活伝承館、吉田グリー ン・シャワーの森、の6地
点である。
12）『週刊ダイヤモンド』（2005）,および、高岡氏の講演
による。
付記
　本稿は、平成25年度しまね地域共育・共創研究助成
金を受けて実施した事業成果であり、「雲南市吉田町に
おける観光振興―地域と協働した観光教育の実践―「地
（知）の拠点整備事業」平成25年度しまね地域共育・
共創研究成果報告書」（拙稿2014b, 学内配布報告書）
を大幅に加筆修正したものである。
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